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やさしく思いやりのあるかかわり 

副校長 田端 国弘 

今年も残すところ 1 か月となりました。昔から日本では 12 月

を師走（しわす）と呼びます。師走とは、師（お寺のお坊さん）

が経をあげるために忙しく走り回る姿から発生したという説が有

名です。しかし、忙しく走り回るのは、お坊さんだけではありま

せん。「大掃除」「年賀状作り」「お正月の準備」など、誰もが忙し

くなるのがこの時期です。また、日暮れが早くなるのも、この時

期です。 

 ２学期は、運動会、連合運動会、イングリッシュキャラバン、たてわりウォークラリー、展覧会、日常

の教育活動はもとより、ＰＴＡ、地域の方のご助力のもと、多様な行事が行われました。関係の皆様に深

く感謝をしております。 

10/27（金）に行われた『たてわりウォークラリー』では、子供同士の交流を深める活動を毎年実施し

ています。これは、その日だけのお楽しみではなく、『やさしく思いやりのある子』を育てる白糸台小学

校の特色ある教育活動です。６年生がリーダーとなり、３回の朝の１５分の活動時間で、６年生は１年生

までのメンバーに確実に内容を伝え、活動させないといけません。６年生にとっては、責任感が伴います

が充実感や達成感があります。下級生は６年生にあこがれ、成長していきます。当日は、PTA校外委員の

方に歩行を安全に見守っていただき、広報の方にはたくさん写真をとっていただきました。『たてわりウ

ォークラリー』は学校にとって『やさしく思いやりのある子』を育てる大切な行事です。 

展覧会では『アートでつなげよう つながろう みんなのすてき』のテーマのもと、一人一人の思いが

つまった素敵な作品が体育館の中に展示されました。天井を見上げると、５年生が運動会で使用したパ

ラソルが飛んでいるように飾られています。展覧会会場の体育館に行くまでには、３年生がチョークで

作ったアートが会場へいざなうように描かれています。作品展示だけでなく、５年生は影絵師の『ガムラ

ン演奏パフォーマンス』、６年生は建築家の方々との『空間パフォーマンス』というスペシャル図工にも

取り組みました。下級生の児童は、高学年になったらスペシャル図工をやってみたいなという思いもも

ったことでしょう。また、自分の作品に思いを込めて表現し、制作するだけでなく、友達の作品を見る楽

しさやお互いに鑑賞した感想を話し合う場を用意しました。今回は、インフルエンザ感染症の影響で１．

６年のみになりましたが、たてわりで交流鑑賞を行いました。一つ一つの学校行事は、つながりをもた

せ、子供たちを成長させていきます。 

これから寒い日が多くなっていきますが、11/30（木）～12/15（金）までは、持久走タイムとなります。

寒さに負けず体を動かす習慣づくりを目指し、自分で計画的に持久走に取り組むことにより、体力と健

康の増進を図ります。 
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国語科研究の取り組みについて 
校内研究推進委員長 

 本校では、「自分の思いや考えを豊かに表現できる児童の育成～読みの学習の中で、書いたり話したり

する力を高める～」を研究主題として、国語科を通して研究を進めています。 

 ５月の中学年、９月の低学年、１０月の中学年、１１月の高学年と各分科会で児童が思いや考えを豊

かに表現するための手立てを研究し、研究授業を行ってきました。１２月には、音楽科で研究授業も行

われます。現在、階段の踊り場等に設置されている各学年の掲示板には、国語科の取り組みを紹介して

います。また、２階空中廊下には、１学期の国語科掲示板も残してありますので、学校にお越しの際

は、ぜひ本校の国語科研究に対する取り組みを紹介した掲示板をご覧ください。 

 

展覧会について 
文化的行事委員会担当 

  今年度の展覧会テーマは「アートで つなげよう つながろう みんなのすてき」です。各学年、図画

工作で制作した平面作品と立体作品を出展しました。 

作品に思いを込めて、想像力を膨らませて自分だけのステキな世界を表現しました。 

展  ５・６年生はゲストティーチャーを迎え、アーティストのみなさんとコラボレーションしながら作品 

作  をつくり上げる活動も行いました。 

１２月の生活目標『人にやさしい言葉づかいをしましょう』 
生活指導部 

 「やさしい言葉」と聞いて、どのような言葉が浮かびましたか。例えば、「ありがとう」や「大丈

夫？」「がんばって」などが考えられます。どの言葉も言われたら嬉しい気持ちや幸せな気持ちになり

ます。 

世の中には多くの言葉があり、言葉を覚える機会がたくさんあります。テレビやインターネット、SNS、

本、漫画、雑誌、そして日常の会話など、本当にたくさんの機会があります。言葉を覚えることと同時

に、言われた相手の気持ちを考えてみることを意識するとよいでしょう。 

 子供たちの心が言葉を通して育つように、誰もが皆「大切な一人」なのだという気持ちで、学校、地

域、家庭で大人が子供たちの言動を見守り、繰り返し伝えていきましょう。 

学校案内 

国音楽室の窓から 
音楽専科 

2学期も残すところあと 1か月となりました。音楽科からは、11月の音楽朝会について紹介します。今

回は 3年生が発表しました。はじめに合奏曲「ロックンローラー」を演奏しました。リコーダーをはじ

めて約 6か月、息づかいやタンギングも上達し、美しい音色で吹けるようになりました。鍵盤楽器や打

楽器類も休み時間に音楽室に通って練習し、本番では全員で気持ちを合わせて演奏しました。また校長

先生作詞作曲の合唱曲「明日へむかおう」は「せんりつのとくちょうをかんじとろう」で学習している

「音の上がり下がり」を意識し、強弱を工夫して歌う練習を重ね、胸をはって堂々と、きれいな歌声を

響かせてくれました。その後、1、2、3年生の主旋律に 4、5、6年生が高音パートを重ねて歌い、校長

先生のギターを伴奏に全校児童の合唱が体育館いっぱいに響きわたりました。これからも、子供たちの

表現力を高めて歌声いっぱい、音楽いっぱいの学校を目指して日々取り組んで行きたいと思います。 

 

生活指導 



3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

科学クラブ 
                                       科学クラブ担当  

『わくわく』する気持ちは、子供たちの興味関心を深め、そこで経験したことや体感したことは心に残

る財産となります。科学クラブではそんな気持ちを大切に、理科の学習の発展的な内容や科学の楽しさや

不思議を体験するために様々な実験やものづくりをしています。『試行錯誤』を合言葉に、成功だけでな

く失敗も大切にしながら活動に取り組んでいます。 

例えば、９月には、シャボン玉を飛ばしました。その際、洗剤や液体のりの配分を１から考えてシャボ

ン玉液をつくりました。失敗しても諦めずに知恵を出し合い、最後は、シャボン玉をしっかりと飛ばすこ

とができました。このように、これからも子供たちが夢中になれるような楽しい実験やものづくりを行っ

ていきたいと思います。 

 

タグラグビークラブ「白小フェニックス」 
       タグラグビークラブ担当    

今年度のタグラグビークラブは、６年生１４人、５年生６人、４年生１４人の計３４人で活動していま

す。東京都のタグラグビークラブの中で最も歴史の古いクラブで、今年で１９年目を迎えます。白小の“特

色ある教育活動”の一つです。通常のクラブ活動の時間以外にも、朝や土曜日、長期休業中などに練習を

重ね、定期的に他チームとの合同練習や大会に参加し、タグラグビーを通して仲間に思いを伝え、目標に

向けて力を合わせる中で子供たちの心を育んでいます。 

今年度も府中市の小学生によるタグラグビーの大会フォーリスカップに出場し、優勝はじめ出場４チー

ムそれぞれが力を発揮しました。今後も SMBC カップに参加し、都大会への出場、そしてその先の全国大

会への出場に向け努力を積み重ねています。 

 

 府中市伝統の「和太鼓」を響かせて 
和太鼓クラブ担当 

和太鼓クラブは、講師の土方誠一先生のご指導のもと、府中市で作られた「武蔵国府太鼓」の曲を中心

に練習しているクラブです。４年生・５年生・６年生の計４２名の部員で活動しています。毎週木・金曜

日は朝練習に励み、休み時間には部員同士で教え合いながら自主的に練習をしています。今年度は、「青少

年音楽祭」「太鼓の響」といったホールでの発表会に加え、「紅葉ヶ丘文化センター」など地域での発表な

ど、様々なところで演奏を披露させていただきました。 

３学期には、全校児童に 1年間の集大成を見てもらう場を設けています。いつも支えてくださっている

保護者の方や講師の先生への感謝の気持ちを忘れず、府中市のよき伝統を伝えていくことができるよう

に、これからも元気な音を響かせていきます。 

 

 

ユニセフ募金 

代表委員会 

白小では、毎年代表委員が中心となり、ユニセフ募金を行っています。今年も、ユニセフ募金に向けた

話し合いを開始しました。１２月の全校朝会でユニセフ募金の呼びかけをします。どのように呼びかけれ

ば、全校のみんながユニセフについての理解を深め「自分も募金をしよう！」と思ってくれるのか、いろ

いろな意見を出し合いました。白小のみんなに、ユニセフの意味を分かりやすく、興味をもってもらえる

ように、こんな活動をしてみよう！と様々な案が出て、その意見をもとにしながら内容を考え、企画を進

めていきたい有志を中心に台本を作り始めました。 

今後は、準備や練習を進めていく中で、まずは代表委員の子供たちがユニセフへの理解を深め、それを

集会で全校に広めたいと思っています。最終的には、ユニセフの活動の手助けとなるよう、一人一人の募

金へとつながってほしいです。 

１２月１４日（木）・１５日（金）・１８日（月）の３日間、朝の登校時に昇降口の前で、代表委員が「ユ

ニセフ募金にご協力をお願いします。」と呼びかけます。募金活動を通して、「自分たちも世界の子供たち

の一人。みんなで助け合って生きていく。」という気持ちが育まれることを願っています。 

 

クラブ 
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1２月行事予定

１　年 ２　年 ３　年 ４　年 ５　年 ６　年

授業 授業 授業 授業 授業 授業

1 金 走
参観保護者会【２・４】
社会科見学【３】 4 5 5 5 5 5

2 土

3 日

4 月 全校 委員会【５・６】 5 5 5 5 6 6

5 火 走 参観保護者会【３・６】 5 5 5 5 5 5

6 水 走 けやきの森交流【２－２】 4 4 4 4 4 4

7 木 走
国際交流【４】　おさかなポスト【５】
けやきの森交流【６－３】　　SC来校 5 5 6 6 6 6

8 金 走
国際交流【４】　オーケストラ鑑賞【５】
けやきの森交流【６－１・２】 4 5 5 6 6 6

9 土

10 日

11 月 全校 クラブ【４・５・６】　　　白小タイム 5 5 5 6 6 6

12 火 走 社会科見学【４】　　英検【６】予定 5 5 6 6 6 6

13 水 集会
校内研究特別時程　４時間授業【５－２　５時間目】
ユニセフ集会　　けやきの森交流【２－３】 4 4 4 4 4 4

14 木 読聞 ユニセフ募金（～１２/１８）　SC来校 5 5 6 6 6 6

15 金 走 持久走タイム終わり（11/30～） 4 5 5 6 6 6

16 土

17 日

18 月 全校 クラブ【４・５・６】 5 5 5 6 6 6

19 火
安全指
導

大清掃 5 5 6 6 6 6

20 水 集会 ゲーム集会 4 5 5 5 5 5

21 木 読聞 給食終　　避難訓練　　SC来校 5 5 5 5 5 5

22 金 3 3 3 3 3 3

23 土

24 日

25 月 式 終業式 2 2 2 2 2 2

26 火 冬季休業日始（～１/８）

27 水

28 木

29 金 年末年始休業日

30 土 年末年始休業日

31 日 年末年始休業日

１月
９日

火 式 始業式　安全点検・指導　　あいさつ週間（～１/１１） 3 3 3 3 3 3

10 水 給食始　書き初め 4 4 4 4 4 4

11 木 読聞 白小タイム　　計測【１】　　SC来校 5 5 5 6 6 6

通常時程 特別時程 研究特時 土曜日 委員会 クラブ

４校時 13:20 13:20 13:00 12:05

５校時 14:40 14:25 14:30

６校時 15:30 15:15 15:25 15:40

令和５年度 府中市立白糸台小学校

生活目標：人にやさしい言葉づくりをしましょう 授　　業　　時　　数

日 曜 朝 学　　校　　行　　事　　等

 


